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平成25年度中区移動情報センター相談受付状況

相談件数 89件
（平成25年4月～平成26年３月）

身体障害：３９件
知的障害：２３件
高 齢 者 ： ８件
重複障害： ２件
精神障害： １件
そ の 他 ：１６件
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相談内容余暇活動：２６件
通 院：２３件
通 学：１４件
通 所： ８件
制度説明： ６件
そ の 他 ：１２件

・「余暇活動」については施設から
の相談が多く、イベントへの付添い
について問い合わせがありました。

・「通院」については車いす利用の
高齢者からの相談が多く、付添い
だけではなく送迎車についてお探し
の方が半数を超えます。

・「通学」については登下校時の付
添いについての相談が８割以上。
ご家族や学校からの相談が多く、
ボランティアを探してほしいとの
依頼もあります。

＜移動情報センター相談窓口より＞

平成２５年４月より発行を開始した「中区移動情報センター通信」も、今月で７号目となりまし
た。昨年度の相談について振り返ってみると、特に外出の付き添いをしてくれるボランティアを
探してほしいとの相談が増えています。

中区移動情報センターでは、こうした相談に対応していくため、ガイドボランティア養成のため
の体験プログラム「おさんぽボランティア・プロジェクト」を毎月第４土曜日に実施中です。
誰でも！気軽に！楽しく！障害のある方への付き添いの仕方について学ぶことができるプログラム

になっています。次回は４月２６日（土）に開催します。参加希望の方はお気軽にお問合せください。

関係者の皆さま方にご協力頂き、相談窓口を運営しています。今後もよろしくお願いしたします！

障害種別

相談内容

・「身体障害」については車いす利
用者からの相談が１９件、視覚障害
者からの相談が５件、聴覚障害者か
らの相談が２件ありました。

・「知的障害」については１０代以
下の方を対象とする相談が７割以上

・「重複障害」については関係機関
と連携の上、相談対応しました。

・「その他」には障害には位置づけ
られない傷病や、制度説明等が含
まれています。

この１年を振り返って・・・



～事業所ご紹介～

ご利用のお問い合わせは

中区移動情報センターへ

障害児・者のための外出相談窓口

TEL： 045-68１-6682

FAX : 045-641-6078

mail : ido@nakasha.net
〒231-0023 横浜市中区山下町２

産業貿易ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ4階
横浜市中区社会福祉協議会内

たとえばこんな時ご相談ください。
相談受付時間 月～金 9時～17時 （祝日・年末年始除く）

「学校や病院に付き添いが欲しい。」

「車いすでお出かけしたい。車いすも乗れる車ってどこにお願いしたら良いの？」

「何度も同じ説明をして事業所を探すのが大変だな・・・」
中区移動情報センターは社会福祉法人横浜市中区社会福祉協議会が横浜市より委託を受けて運営しています。

中区移動情報センター

～ボランティアさんの声～
☆東谷隆介さん

今回、お話を伺ったのは、中区ボランティ
アセンターの登録ボランティアの東谷隆介
さんです。東谷さんはボランティア以外に
社会福祉士としても活躍されています。

「定年退職後、これからは自分の方から社
会にはたらきかけて関わりを持つ努力をし
なければ、自分が世の中から置き去りにさ
れる、という思いからボランティア活動を
始めました。
現在は小学校（個別支援学級）に通う児

童の通学に付き添うボランティアをしてい
ます。これまで、お母さんからお礼を言わ
れたり、生徒さんから年賀状を手渡された
りしたことで、少しでも役に立っているの
かな、と感じたことを覚えています。
ボランティアは自分自身が楽しんでやる

ことが大切だと思います。無理に頑張ろう
とはせず、細く、長く、やっていくことが
大事なことだと思います」と、お話しくだ
さいました。

NPO法人グランマ 児童発達支援室「with」
withとは「みんな一緒に～・共に繋がって」の意味を込めています。

中区伊勢佐木町にある障害児通所支援事業所です。
管理者の大塚さんにお話しを伺いました。

「 「ｗｉｔｈ」は障害のある子供たちの自立を目指しています。

特別支援学校や個別支援級に通う、小学生から高校
生までが対象の「放課後等デイサービス」や、就学前の

知的障害児を対象とした「児童発達支援」を実施して

います。
デイサービスでは地域商店街等でのボランティア
活動、土曜日や祝日には動物園の見学等の余暇活動
を通じて積極的に社会参加の機会を設け、コミュニ
ケーション能力の向上を支援します。」
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